
【事務事業シート（政策的経費）】

1

2

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　5年度の実績は予定よりは低調であったが、前年度程度の実績は出ている。国の補助額が増加することがKPIの

向上につながるため、国に対しては要望通りの補助をいただけるよう引き続き要望していく。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

　地域生活支援事業費等補助金については、国2分の1、県４分の1、市町４分の１の補助率が基本となっている。今年度は国の補

助率が要望の2分の1に満たなかったことから、県補助は国補助決定額の２分の１を補助するという整理となっているため、県補助

率も減少した。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 163,654 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
163,654 千円

最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 95.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 57 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 66 ％ 目標値 69

時点･期間 Ｒ8年度

現状値 57 ％

目標値 60 ％ 目標値 63

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R４年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 Ｒ6年度 時点･期間 Ｒ7年度

始期 S43

終期

Ｋ  P  Ｉ

市町要望充足率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

2月

補正

事　項 地域生活支援事業費補助金 予算主管課 障がい福祉課

事　業

概　要

　障がい者及び障がい児がその能力及び適性に応じ、自立した日常生活又は社会生活を営むこ

とができるようその地域や利用者の状況に応じた生活支援を行う市町事業に対する経費補助

決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

　令和5年度はラッピング電車の実施により県民に広く周知を図ることができ、認知度の向上に好影響を与えることができた可能性

がある。令和6年度以降も引き続き県民への周知をはかり、障がいのある方が日常生活において援助を求めやすく、活躍できる社会

づくりに寄与していく。

千円

決算額 3,113 千円 決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

コ　ス　ト

最終現計予

算額 3,168 千円
最終現計予

算額

達成率 ％ 達成率 ％

個 実績値 個

達成率 107.25 ％ 達成率 ％

個

実績値 2145 個 実績値 個 実績値

個 目標値 個 目標値

時点･期間

現状値 1984 個

目標値 2000 個 目標値

R４年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 時点･期間

R5

Ｋ  P  Ｉ

ヘルプマーク配布数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間

当初 事　項 ヘルプマーク普及啓発事業費 予算主管課 障がい福祉課

事　業

概　要

障がいのある方が日常生活において日常的に援助が必要なことを周囲の人に示す「ヘルプマー

ク」について、更なる周知・啓発を図り、県民の理解を深めるとともに、柔軟に活用できるよ

うにする。

始期 R5

終期

令和５年度　　事後評価シート



3

4

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達

成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 7,627 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 10,147 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 20 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 20 人 目標値 20

時点･期間 R  8  年  度

現状値 20 人

目標値 20 人 目標値 20

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R  ４年  度 時点･期間 R  5  年  度 時点･期間 R  6  年  度 時点･期間 R  7  年  度

始期 H20

終期

Ｋ  P  Ｉ

地域移行支援を受けて退院した者（退院者数）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達

成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

当初 事　項 精神障がい者地域移行支援事業費 予算主管課 障がい福祉課

事　業

概　要

入院・入所している精神障がい者のうち、受入条件が整えば退院・退所可能であ

る者に対し、円滑な地域移行を図るための支援を行う。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 4,312 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 4,373 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 148.33 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 4450 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 24200 人 目標値 36600

時点･期間 R4~Ｒ8年度

現状値 1915 人

目標値 3000 人 目標値 13000

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4~R4年度 時点･期間 R4~Ｒ5年度 時点･期間 R4~Ｒ6年度 時点･期間 R4~Ｒ7年度

始期 R5

終期

Ｋ  P  Ｉ

あいサポーターの人数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 愛顔のあいサポート運動推進事業費 予算主管課 障がい福祉課

事　業

概　要

愛顔の『あいサポート運動』公式LINEを開設し、研修資料や手話動画等のコンテンツを配信

するなど、サポーターの支援を行うとともに、研修ターゲットの拡大により、さらなるサポー

ターの養成と運動の浸透を図る。



5

6

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達

成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、利用者数は大幅に増加したものの、一部利用者には未だ重症化のリスクや感染への懸

念から外出に対する抵抗感が残っていることが予想され、派遣申請数が伸び悩み未達成となった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 17,452 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 18,367 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 89.88 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 8089 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 9200 件 目標値 9300

時点･期間 R8年度

現状値 7881 件

目標値 9000 件 目標値 9100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 S41

終期

Ｋ  P  Ｉ

手話通訳者・要約筆記者派遣件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 　

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

見直し時期（執行に反映するか、次年度予算※R5年度事業評価の場合、R7年度予算に反映するか）も記載

当初 事　項 障がい者生活支援事業費 予算主管課 障がい福祉課

事　業

概　要

障がい者の社会参加を促進するため、障がい者のコミュニケーション手段の確保、情報バリア

フリーの促進及び生活訓練等に関する事業を実施する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

新型コロナウイルスの影響で福祉施設等が多くの行事を制限される中、中予の伝統的特産品の砥部焼を通じて、福祉施設に通う児童にヒトやモノと触れ合う機会を提供でき

た。令和６年度以降は、福祉施設が行事の一環として砥部焼を取り入れ、砥部焼体験施設は福祉施設が実施する際のこれまでの経験を元に受け入れ体制を整えることにより、

福祉施設と砥部焼体験施設が中心となり、実施していく。

千円

決算額 932 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 992 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 105.00 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 21 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 人 目標値

時点･期間

現状値 14 人

目標値 20 人 目標値

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4.12 時点･期間 R6.3 時点･期間 時点･期間

始期 R3

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

砥部焼創作体験を実施した福祉施設の児童数（障がい児創作体験事業に参加した施設に通う児童のうち）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 障がい児創作体験モデル事業費（中予） 予算主管課 障がい福祉課

事　業

概　要

中予地域の伝統的特産品である砥部焼等の創作体験や作品展示等を通じて、障がい児がモノや

ヒトと触れ合う機会を確保し、障がい児の生きがいの創出を図る。



7

8

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績としては一定の成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達成す

ると考えられることから、６年度の事業体制や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

目標を達成しなかった要因としては、ICTサポートセンターの相談員は１名体制であり、支援できる範囲に限界があること、ま

た、東予・南予地域に居住する障がい者に対しては支援の手が届きにくいこと、などが挙げられる。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 7,773 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 7,773 千円
最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 93.81 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 37.9 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 ％ 目標値

時点･期間

現状値 26.9 ％

目標値 40.4 ％ 目標値 53.8

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 令和元年度 時点･期間 R  5  年  度 時点･期間 R  6  年  度 時点･期間

始期 R4

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

障がい者のインターネット利用率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は想定を超える成果となり、６年度は、アート広場において、障害者の団体と健常者の団体と

のコラボレーションステージを設けるなど、更なる参加者の輪を拡大を目指して、前年度比800人増を目標値とし

ている。7年度は、更なる高い目標値を掲げ事業を拡充していきたい。

当初 事　項 障がい者ＩＣＴサポート推進事業費 予算主管課 障がい福祉課

事　業

概　要

愛媛大学と連携したマッチング交流会による最新のICT機器の利用機会の拡大や障がい者ICT

サポートセンターでの訪問支援等による活用能力向上の支援により、障がい者の自立と社会参

加を促進する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 19,057 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 19,317 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 140.61 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 3937 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 人 目標値

時点･期間

現状値 2018 人

目標値 2800 人 目標値 4800

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間

始期 R1

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

芸術文化祭年間参加者数（出展・出演者数+観客者数）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 障がい者芸術文化活動推進事業費 予算主管課 障がい福祉課

事　業

概　要

県障がい者アートサポートセンターによる相談支援や商品化支援などに加え、芸術文化祭の充

実強化と障がい者アート専用サイトを開設することにより、芸術文化活動のすそ野の拡大を加

速させ、地域との相互理解や障がい者の自立と社会参加を促進する。


